
　
福
島
・
白
河
厚
生
総
合
病
院
で

起
き
た
パ
ワ
ハ
ラ
に
対
し
て
、
被

害
者
Ａ
さ
ん
（
30
代
）
が
提
訴
し

た
裁
判
は
９
月
で
２
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。Ａ
さ
ん
は
適
応

障
害
で
療
養
休
職
、
約
１
年
の
休

職
期
間
は
満
了
し
退
職
と
な
り
ま

し
た
。
労
組
は
引
き
続
き
支
援
す

る
た
め
、
昨
年
11
月
７
日
、「
パ

ワ
ハ
ラ
裁
判
を
支
援
す
る
会
」
を

結
成
。
共
同
代
表
に
は
労
組
関
係

者
の
他
、
原
告
の
中
学
時
代
の
恩

師
に
な
っ
て
頂
き
、
原
告
の
大
き

な
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
Ａ
さ
ん
は
各
団
体
の

集
会
等
に
福
厚
労
役
員
と
一
緒
に

参
加
し
、
リ
ア
ル
な
実
態
と
支
援

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
２
年

間
、
本
人
に
も
様
々
な
葛
藤
が
あ

り
、
時
に
は
裁
判
を
や
め
て
し
ま

お
う
と
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、「
こ
れ
ま
で
受

け
た
パ
ワ
ハ
ラ
、
被
告
の
陳
述
書

に
書
か
れ
た
誹
謗
中
傷
、
事
実
と

異
な
る
嘘
は
許
せ
な
い
！
」
と
歯

を
食
い
し
ば
り
自
分
を
奮
い
立
た

せ
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
み
な

さ
ん
の
あ
た
た
か
い
支
援
と
被
告

の
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
っ
て
退
職
し
て

い
っ
た
多
く
の
同
僚
た
ち
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
入
職
し
て
く
る
人
達

の
た
め
に
「
自
分
と
同
じ
目
に
合

わ
せ
た
く
な
い
」
と
言
う
強
い
思

い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
弁
論
準
備
の
中
で
は
一
度
、「
謝

罪
と
再
発
防
止
」
の
内
容
を
含
ん

だ
和
解
案
が
裁
判
官
か
ら
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
被
告
は
和
解
受
け
入

れ
と
同
時
に
、「
賠
償
金
な
し
・

口
外
禁
止
」
を
条
件
と
し
た
た
め
、

到
底
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
不
成
立

と
な
り
ま
し
た
。
弁
論
準
備
は
12

回
目
（
２
月
）
で
終
了
し
、
被
告

側
は
証
人
11
人
を
準
備
し
ま
し
た

が
、
７
月
の
進
行
協
議
で
裁
判
官

よ
り
３
人
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

被
告
側
の
膨
大
な
陳
述
書
の
内
容

は
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
実
と
は
か
け
離

れ
た
も
の
で
、
証
人
を
集
め
る
こ

と
と
陳
述
書
の
作
成
に
わ
ざ
と
時

間
を
か
け
、
無
駄
に
先
延
ば
し
を

し
て
Ａ
さ
ん
に
焦
り
と
ス
ト
レ
ス

を
掛
け
る
も
の
で
し
た
。

　
支
援
の
輪
は
大
き
く
広
が
り
、

街
頭
宣
伝
で
は
多
く
の
暖
か
い
声

を
掛
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
９
月

12
日
に
病
院
前
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
10
月
11
日
、
25
日
に

裁
判
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
集

会
・
傍
聴
へ
の
組
織
、
裁
判
所
宛

の
新
し
い
署
名
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
裁
判
に
勝
利
す
る
こ
と
で
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
重
要

性
を
厚
生
連
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
の
構

築
を
目
指
し
て
行
く
こ
と
と
同
時

に
社
会
に
も
発
信
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
彼
の
勇
気
あ
る
行
動

を
無
駄
に
せ
ず
、
勝
利
の
日
ま
で

た
た
か
い
抜
く
決
意
で
す
。

　

茨
城
で
は
、
２
０
１
６
年
の

年
末
一
時
金
０
・
５
ヶ
月
回
答

と
退
職
金
凍
結
提
案
か
ら
、
ス

ト
ラ
イ
キ
・
越
年
闘
争
を
経
て
、

一
時
金
１
・
５
ヶ
月
へ
の
引
き

上
げ
と
退
職
金
不
利
益
変
更
な

し
の
労
働
協
約
を
獲
得
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
18
年
３
月
に

は
執
行
委
員
長
の
不
当
配
転
問

題
が
起
こ
る
な
ど
、
闘
い
の
連

続
で
し
た
。
こ
う
い
う
さ
な
か
、

19
年
２
月
に
突
然
、
な
め
が
た

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
縮

小
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
の
茨
城
新
聞
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
が
、
病
院
長
で

す
ら
知
ら
さ
れ
た
の
が
３
日
前

で
、
職
員
へ
は
、
院
長
、
事
務

長
判
断
に
よ
り
６
日
に
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
自
治
体
、

消
防
も
知
ら
ず
、
ま
し
て
や
住

民
・
患
者
も
全
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
直
後
に
支
部
で
対
策

会
議
を
開
き
、
住
民
へ
の
チ
ラ

シ
や
署
名
を
作
成
、
地
域
へ
の

宣
伝
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
介

護
施
設
や
保
育
所
、
商
店
な
ど

を
手
分
け
し
て
訪
問
し
、
協
力

を
要
請
、
地
元
ス
ー
パ
ー
前
で

の
署
名
行
動
や
院
内
に
も
署
名

と
チ
ラ
シ
、
回
収
箱
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
周
辺
５
市
の
市

議
会
に
も
働
き
か
け
、
３
月
議

会
で
の
陳
情
・
請
願
を
提
出
、

議
会
や
消
防
事
務
組
合
か
ら
は

厚
生
連
・
県
に
対
し
て
要
望
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
場
で
は
「
早
く
次
の
就
職

先
を
」「
年
休
は
買
い
取
っ
て
も

ら
え
る
の
か
」
な
ど
の
不
安
や

動
揺
も
あ
り
ま
し
た
が
、
議
論

し
て
い
く
中
で
、「
こ
こ
で
職
員

が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
、
病
院
は

ど
う
な
る
？
患
者
さ
ん
は
？
」

「
大
好
き
な
な
め
が
た
で
働
き
、

地
域
の
信
頼
に
応
え
た
い
！
」

と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
が
運

動
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

署
名
は
、
３
ヶ
月
間
で
約
２

万
２
千
筆
以
上
、
鹿
行
地
域
住

民
の
約
１
割
に
あ
た
る
数
を
集

め
、
５
０
０
通
以
上
の
「
住
民

の
声
」
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、「
地
域
医
療
は
利

益
ば
か
り
考
え
て
は
ま
す
ま
す

過
疎
化
が
進
む
。
住
人
に
死
ね

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
」

「
私
は
こ
の
病
院
の
先
生
方
に
よ

っ
て
病
気
を
み
つ
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
す
こ
し
で
も
調
子
が

悪
い
と
き
な
ど
に
は
こ
の
病
院

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
く
る
と
安
心
し
ほ
っ
と

す
る
」
な
ど
、
切
実
な
声
、
励

ま
し
の
言
葉
が
た
く
さ
ん
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
め
が
た
問
題
に
関
わ
る
団

交
で
は
、
３
回
目
で
「
病
院
と

し
て
存
続
さ
せ
る
」
こ
と
を
会

側
に
明
言
さ
せ
ま
し
た
。
転
勤

の
条
件
整
備
や
、
や
む
な
く
退

職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
人

に
対
す
る
退
職
金
の
割
り
増
し

や
年
休
買
い
取
り
な
ど
を
獲
得
。

ま
た
県
、
厚
生
連
、
厚
労
省
も

入
っ
た
「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
病
院
の
機
能
回
復

に
向
け
た
道
筋
も
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

撤
退
・
縮
小
は
「
赤
字
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
の
は

間
違
い
で
す
。
そ
れ
は
、Ｊ
Ａ
の

病
院
は
全
て
「
農
家
の
人
た
ち

が
お
金
を
出
し
合
っ
て
作
り
」

「
地
域
住
民
の
税
金
か
ら
援
助
を

い
た
だ
き
」「
職
員
一
人
ひ
と
り

の
働
き
に
よ
っ
て
出
来
た
病
院
」

だ
か
ら
で
す
。
市
立
、
県
立
病

院
な
ど
の
公
立
病
院
と
同
等
に
、

経
営
者
の
都
合
だ
け
で
な
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
「
公
的
病
院
」

な
の
で
す
。

　

茨
厚
労
で
は

★
働
く
条
件
を
守
る
こ
と
と
、

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
は
一

緒
で
あ
る

★
自
分
た
ち
の
願
い
や
要
求
は
、

「
人
ま
か
せ
」
で
は
実
現
し
な

い
こ
と

★
労
働
組
合
の
運
動
で
な
け
れ

ば
、
権
利
や
要
求
を
守
る
こ

と
も
、
獲
得
す
る
こ
と
も
出

来
な
い
こ
と

★
最
終
的
に
は
「
組
合
員
で
な

け
れ
ば
権
利
や
要
求
は
守
ら

れ
な
い
」。

の
４
点
を
確
認
し
、
活
動
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
へ

福
厚
労
・
パ
ワ
ハ
ラ
裁
判
支
援
の
た
た
か
い

白河厚生総合病院前でのスタンディング

11月15～17日
●第36回医療研究集会（茨城・潮来）
13：30～　茨城県潮来市・潮来ホテル
メインテーマ：
「住民とともに協同組合医療運動を復興させよう」
サブテーマ：
「地域を守り、未来へつながる働き方を探そう」
基調講演「厚生連病院の経営分析」
　　　　　　　山口不二夫先生（明治大学大学院教授）
分科会： ①医療労働者と地域とのかかわり、

②働きがいを見出すための私たちの「休み方改革」、
③病院を地域に開く、
④厚生連の病院の果たすべき役割

参加費：※38,000円（全日程・2泊5食）

　
９
月
６
〜
７
日
に
愛
知
県
名
古
屋
市
・
ウ
ィ
ン
ク
あ
い
ち
で
開
催
さ
れ
た
全
厚
労
第

67
回
定
期
大
会
で
は
、
２
つ
の
県
か
ら
特
別
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

‘19秋の集会案内

※いずれも詳細・申し込みについては、各県労組もしくは全厚労本部へ

茨城なめがた・地元スーパー前での署名宣伝

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

縮
小
問
題
か
ら
考
え
る

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

縮
小
問
題
か
ら
考
え
る

　
　
茨
厚
労
・
私
た
ち
の
職
場
と
厚
生
連
医
療

【1面】定期大会特別報告から
茨城・なめがたでのたたかい
福島・パワハラ裁判支援闘争

【2～3面】第67回定期大会
http://www.zenkouro.org/
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全
厚
労
第
67
回
定
期
大

会
で
は
堀
野
翔
太
青
年
委

員
長
か
ら
、
18
年
秋
に
開

催
し
た
青
年
集
会
「
Ｋ
’ｓ 

ｓ
ｔａ
ｔ
ｉｏｎ 

ｉｎ 

秋
田
」
で

の
内
容
や
、
新
歓
に
合
せ
た

学
習
、「
夜
勤
改
善
・
大
幅

増
員
署
名
」
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
京
都
医
労
連
が

作
成
し
た
Ｙｏｕ 

ｔｕ
ｂｅ
の

動
画
「
教
え
て
こ
な
つ
ち
ゃ

ん
」
を
見
た
後
に
青
年
で
ど

う
取
り
組
め
る
か
議
論
し
、

ま
ず
青
年
委
員
で
署
名
し

学
習
を
進
め
る
こ
と
を
話
し

合
い
、
長
野
・
茨
城
・
高

知
で
は
委
員
会
後
に
地
元
で

の
署
名
の
取
り
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
こ
と
な
ど
が
発

言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
次
回
Ｋ
’ｓ
に
つ
い
て

「
全
国
の
厚
生
連
の
青
年
が

集
ま
り
、遊
び
・
学
ぶ
こ
と
で
、

組
合
の
つ
な
が
り
や
大
切
さ

を
感
じ
、
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
を
一
緒
に
目
指
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
働
き
方
や
、
労

働
条
件
に
つ
い
て
、
入
職
し

た
ば
か
り
の
青
年
に
も
身
近

に
考
え
て
も
ら
れ
る
よ
う
な

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
学
習

企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ぜ
ひ
職
場
の
青
年
を

Ｋ
’ｓ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
医
労
連
青

年
集
会
「
北
海
道
ア
ク
ト
」

で
好
評
だ
っ
た
北
海
道
エ
ゾ

鹿
肉
の
缶
詰
で
財
政
活
動

も
行
な
い
、
多
く
の
方
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
後
に
開
催
し
た
第
１

回
青
年
委
員
会
で
は
、
新

旧
併
せ
て
22
名
が
参
加
。
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
も
交
え
、
２

０
２
０
年
に
開
催
す
る
「
Ｋ
’

ｓ 

ｓ
ｔａ
ｔ
ｉｏｎ 

ｉｎ 

三
重
」

に
向
け
て
議
論
を
重
ね
ま
し

た
。

　

Ｋ
’ｓ
三
重
は
２
０
２
０
年

11
月
６
日（
金
）〜
８
日（
日
）、

三
重
県
鳥
羽
温
泉
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回

Ｋ
’ｓ
三
重
の
テ
ー
マ
は
『
来

る
だ
け
で
大
吉　

三
重
Ｋ
’ｓ

大
会
役
員

●
議
長
団

　
越
崎
　
祐
輔
（
北
海
道
）

　
清
水
　
孝
則
（
長
野
）

　
常
政
　
智
弘
（
香
川
）

●
議
事
運
営
委
員
会

　
大
崎
　
泰
信
（
富
山
）

★
高
嶋
　
洋
子
（
長
野
）

　
小
掠
　
瑞
樹
（
三
重
）

　
田
中
　
優
二
（
香
川
）

　
岡
野
　
　
学
（
中
執
）

取り組みを話す堀野青年委員長

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
下
保
　
誠
史
（
北
海
道
）

　
木
内
　
　
亮
（
長
野
）

★
西
田
　
知
弘
（
岐
阜
）

　
万
里
　
昌
美
（
徳
島
）

●
大
会
事
務
局

・
大
会
書
記

　
西
川
　
元
樹
（
富
山
）

　
大
島
　
賢
治
（
大
分
）

・
大
会
運
営
補
助

　
野
崎
寿
美
枝
（
富
山
）

　
春
原
　
晶
子
（
長
野
）

Ｋ’ｓ三重成功にむけて頑張ります

青
年
も

大
会
に
参
加

青
年
も

大
会
に
参
加

三
重
に
お
い
な
い

三
重
に
お
い
な
い

青
年
も

大
会
に
参
加

三
重
に
お
い
な
い

●
中
央
執
行
委
員
長

　
畑
中
　
剛
喜
（
三
　
重
・
再
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
・
再
）

　
辻
　
　
英
晶
（
愛
　
知
・
再
）

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
再
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
岡
野
　
　
学
（
本
　
部
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
下
保
　
誠
史
（
北
海
道
・
新
）

　
三
浦
　
拓
也
（
秋
　
田
・
再
）

　
齋
藤
　
文
子
（
福
　
島
・
再
）

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
再
）

　
畠
山
　
浩
一
（
富
　
山
・
新
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
　
野
・
再
）

　
宇
留
野
正
志
（
茨
　
城
・
新
）

　
阿
部
　
恵
美
（
熊
　
総
・
新
）

　
岡
部
　
義
秀
（
神
奈
川
・
再
）

　
高
島
　
美
幸
（
静
　
岡
・
新
）

　
平
田
　
篤
史
（
岐
　
阜
・
新
）

　
小
口
　
仁
志
（
三
　
重
・
新
）

　
高
本
　
奉
彦
（
広
　
島
・
再
）

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

　
川
田
　
祐
生
（
香
　
川
・
再
）

　
畠
山
　
　
宗
（
徳
　
島
・
再
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
再
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
大
平
　
雅
浩
（
新
　
潟
・
再
）

　
平
林
　
誠
一
（
長
　
野
・
再
）

　
泉
　
　
幸
恵
（
高
　
知
・
新
）

退
任
さ
れ
た
役
員

●
書
記
次
長

　
安
本
真
理
子
（
茨
　
城
）

●
中
央
執
行
委
員

　
長
瀬
　
真
幸
（
北
海
道
）

　
吉
滝
　
和
彦
（
富
　
山
）

　
斉
藤
　
美
晴
（
埼
　
玉
）

　
辻
本
　
英
範
（
静
　
岡
）

　
斯
波
　
貴
拡
（
岐
　
阜
）

　
岡
野
　
元
保
（
三
　
重
）

●
会
計
監
査

　
松
野
多
希
子
（
山
　
口
）

２
０
１
９
年
度

全
厚
労
役
員

　
齊
藤
　
友
美
（
茨
城
）

　
金
井
　
公
予
（
愛
知
）

　
吉
川
　
百
合
（
愛
知
）

　
松
尾
友
香
里
（
山
口
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
秋
田

　
関
信
・
茨
城

　
東
海
・
三
重

　
西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

に
お
い
な
い
』
に
決
め
ま
し
た
。

「
お
い
な
い
」は
三
重
弁
で
「
来

て
ね
（
お
い
で
）」
と
い
う
意

味
で
す
。
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
で
は
伊
勢

神
宮
や
、
お
か

げ
横
丁
の
散
策

を
計
画
し
て
い

ま
す
。
伊
勢
神

宮
に
は
お
み
く

じ
が
な
く
、
参

拝
す
る
だ
け
で

大
吉
と
言
わ
て

い
る
こ
と
、
ま

た
組
合
を
知
る

第
一
歩
と
し
て

Ｋ
’ｓ
に
参
加

し
て
も
ら
え
た

ら
と
い
う
意
味

を
テ
ー
マ
に
込

め
ま
し
た
。
青

年
委
員
会
で
は
、

三
厚
労
青
年
部

の
力
も
借
り
な

が
ら
、
開
催
地

三
重
の
こ
と
が

知
れ
る
よ
う
な

内
容
や
、
働
き

か
た
や
組
合
の

大
切
さ
に
つ
い
て
楽
し
み
な

が
ら
学
習
で
き
る
企
画
を
考

案
中
で
す
。
今
後
も
Ｋ
’ｓ

三
重
の
内
容
を
、
青
年
委
員

会
ニ
ュ
ー
ス
「
ほ
っ
と
す
て

ー
し
ょ
ん
」
や
、
全
厚
労
ニ

ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

北海道

秋田

福島

新潟

新潟

富山

長野

茨城

茨城

茨城

熊総

神奈川

静岡

愛知

三重

広島

徳島

大分

女性

青年

看護

医療研

平和

　

こ
れ
ま
で
の
大
会
で
の
総

括
等
も
踏
ま
え
、
議
案
提
案

と
特
別
報
告
の
一
部
（
１
面

で
詳
報
）
と
、
専
門
委
員
会

で
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も

利
用
し
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
報

告
し
ま
し
た
。
会
場
の
構
造

や
機
材
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も

あ
り
、
決
し
て
う
ま
く
い
っ

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
様
々
に
改
善
を
重
ね
て

い
く
予
定
で
す
。

労
働
条
件
の
向
上
へ

　

大
会
で
は
、
賃
金
・
労
働

条
件
の
課
題
で
15
本
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
18
年
度
で

は
特
に
、
一
時
金
で
の
高
年

齢
者
の
差
別
支
給
を
改
善
さ

せ
る
取
り
組
み
が
、
秋
田
、

富
山
、
徳
島
な
ど
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
合
わ
せ

て
手
当
関
係
で
も
わ
ず
か
ず

つ
で
す
が
、
夜
勤
手
当
で
は
、

秋
田
、
富
山
、
徳
島
で
、
福

島
で
は
単
身
赴
任
手
当
、
調

理
関
係
の
手
当
を
改
善
、
富

山
で
は
年
末
年
始
手
当
、
香

川
で
の
オ
ペ
室
手
当
増
額
、

大
分
の
オ
ペ
室
Ｍ
Ｅ
手
当
、

薬
剤
師
の
抗
が
ん
剤
調
製
手

当
新
設
、
広
島
で
は
Ｇ
Ｗ
10

連
休
に
関
わ
っ
て
の
特
別
手

当
な
ど
も
獲
得
し
ま
し
た
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
、
全
体
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

広
島
で
こ
れ
ま
で
臨
時
職
員

だ
っ
た
助
手
、
ク
ラ
ー
ク
等

の
非
正
規
職
員
を
「
地
域
職

員
」
と
し
て
正
職
員
化
し
、

正
職
員
と
同
等
の
賃
上
げ

（
２
・
51
％
）
と
な
る
よ
う

に
賃
金
表
を
整
備
し
、
実
質

的
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

大
会
発
言
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
度
の
大
き

な
闘
い
で
は
、
高
知
の
新
賃

金
制
度
、
人
事
考
課
導
入
反

対
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、

賃
金
表
の
「
渡
り
（
上
位
等

級
へ
の
移
行
）」
が
、
こ
れ

ま
で
の
労
使
合
意
通
り
に
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

発
覚
し
、
全
厚
労
・
西
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
含
め
た
支
援
で
、

19
年
４
月
の
定
昇
か
ら
、
本

来
の
格
付
け
に
移
行
さ
せ
る

と
と
も
に
、
過
去
の
賃
金
不

払
い
分
で
も
、
対
象
者
56
名

に
対
し
て
総
額
６
８
０
万
円

を
支
払
わ
せ
る
成
果
を
獲
得

し
ま
し
た
。
こ
の
闘
い
の
中

で
若
い
組
合
員
ら
も
成
長
し

て
い
ま
す
。

　

新
潟
で
は
、
４
年
余
り
に

渡
っ
て
続
い
て
い
た
不
当
労

働
行
為
救
済
申
立
事
件
が
和

解
し
、
正
常
な
労
使
関
係
の

再
構
築
に
向
か
っ
て
い
る
こ

と
、
給
与
削
減
に
よ
ら
ず
離

職
し
な
い
職
場
づ
く
り
に
向

け
て
労
使
協
議
し
て
い
く
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
強
化

拡
大
に
向
け
て

　

全
厚
労
の
組
織
は
、
19
県

（
厚
生
連
で
な
く
な
っ
た
埼

玉
２
病
院
を
含
む
）、
約
３

万
人
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、

財
政
状
況
は
厳
し
く
毎
年
の

赤
字
予
算
、
赤
字
決
算
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
組
織
強

化
拡
大
の
課
題
で
は
、
組
合

員
登
録
の
課
題
と
組
合
員
拡

大
の
方
策
、
専
門
委
員
会
の

位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
質

問
・
意
見
が
あ
り
、
19
年
度

の
執
行
体
制
の
中
で
議
論
と

方
向
性
を
確
認
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

専
門
部
の

多
彩
な
取
り
組
み

　

５
つ
の
専
門
部
（
専
門
委

員
会
）
の
う
ち
４
つ
で
パ
ワ

ポ
報
告
を
行
い
ま
し
た
（
写

真
参
照
）。
平
和
の
取
り
組

み
で
は
、
３
月
の
ビ
キ
ニ
デ

ー
集
会
（
静
岡
・
焼
津
）
や

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
長

崎
）
で
の
折
り
鶴
奉
納
の
様

子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

青
年
は
、
昨
年
10
月
に
秋

田
で
開
催
し
た
Ｋ
’ｓ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
、「
青
年
が
辞

め
な
い
職
場
づ
く
り
」
が
ど

う
し
た
ら
で
き
る
か
を
グ
ル

ー
プ
討
議
し
、
プ
レ
ゼ
ン
形

式
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

女
性
は
、
２
年
ぶ
り
に
単

独
で
の
女
性
集
会
を
福
島
い

わ
き
市
・
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ
で
開
催
し
、
平

和
で
あ
る
こ
と
の
意
味
・
大

切
さ
や
８
年
が
経
過
し
た
原

発
事
故
被
災
の
問
題
を
改
め

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
各
県

女
性
部
で
の
「
母
性
保
護
月

間
」
の
多
彩
な
取
り
組
み
を

紹
介
。
看
護
で
は
、「
サ
ー

ビ
ス
残
業
根
絶
・
長
時
間
労

働
改
善
」
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
き
た
３
カ
年
計
画
の
ま

と
め
や
、
独
自
の
厚
労
省
交

渉
、
日
本
看
護
協
会
本
部
と

の
懇
談
内
容
を
報
告
、
10
月

に
行
う
宮
城
県
仙
台
市
で
の

幹
部
・
看
護
師
集
会
の
ア
ピ

ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
療
研
か
ら
は
、
な
め
が

た
問
題
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

11
月
に
開
催
す
る
集
会
を
茨

城
県
潮
来
市
で
行
う
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
、
経
営
分
析
を

学
習
し
よ
う
と
メ
イ
ン
企
画

を
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
（
１
面
集
会

案
内
参
照
）。

　

大
会
で
は
こ
れ
ら
計
23
本

の
発
言
を
受
け
て
、
総
括
答

弁
、
出
席
代
議
員
77
名
の
満

場
一
致
で
第
１
号
議
案
を
採

択
し
ま
し
た
。

　
９
月
６
〜
７
日
に
愛
知
県
名
古
屋
市
・
ウ
ィ
ン

ク
あ
い
ち
で
開
催
し
た
全
厚
労
第
67
回
定
期
大
会

に
は
、
19
県
か
ら
役
員
・
代
議
員
・
傍
聴
な
ど
含

め
１
６
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 ●全国組合
全医労　 全日赤　 全JCHO労組　 全労災　 国共病組
公共労

 ●県医労連
北海道　 青森　 秋田　 山形　 福島　 長野　 福井
茨城　 群馬　 埼玉　 東京　 新潟　 富山　 石川　 山梨
愛知　 滋賀　 京都　 岡山　 広島　 愛媛　 福岡

 ●友誼組合・団体
全労連　 日本医療総合研究所　 全農協労連
鹿児島県農協労組　 農民連　 全国食健連　 民放労連
国公労連　 非核の政府を求める会　 中央社保協　 建交労
労働者教育協会　 日本原水協　 全国革新懇　 全国保団連
国民救援会　 全教　 キャビンクルーユニオン　　　　　　                                         　　 （順不同）

大会へのメッセージを頂いた組織大会へのメッセージを頂いた組織

２
０
２
０
年
Ｋ
’ｓ
に
む
け
て
準
備
ス
タ
ー
ト

２
０
２
０
年
Ｋ
’ｓ
に
む
け
て
準
備
ス
タ
ー
ト

平和

長崎市・原爆の碑前で折り鶴奉納しました。

グループワークで辞めないアイデアを出し合い

青年

女性

看護

下保　誠史

畠　輝義

佐々木　崇

畠山　一栄

水落　佳広

中居　圭一

市川　貴之

宇留野正志

美野輪智博

藤田　周

平井　真史

関谷　幸夫

村田　恵子

杉山　宗平

門谷あゆみ

田邊　将寛

椹口　浩之

中村　優

高島　美幸
静岡

堀野　翔太
高知

中村　優
大分

奥井　明子
秋田

東條　盛彦
長野

約20年が経過した人事考課制度及び職能資格制度などの人
事諸制度について昨年から協議を始め、人事制度検討委員会
が始まったこと
５８歳以上の一時金の不利益の解消に向けたたたかいと、多く
の組合員が団交に参加するための取り組みの工夫
単身赴任手当の改善、人手不足の中での離職対策、臨時職員
の正職員化の取り組み、サービス残業改善や年休取得対策
給与表・手当見直し提案の撤回と、「離職防止と人材確保」「会
の経営マネジメント改善」を含めた新たな労使協議の開始
労働組合の組織・機関運営の正常化と、不当労働行為救済申
し立てでの労使和解、正常な労使関係の再構築について
一時金での55歳以上の不利益改善、薬剤師、看護師の確保対
策、夜勤手当の増額など
管理部人材育成体制に基づく地域採用枠、高年齢者雇用制度
の提案内容、対応の状況と労働組合の基本的立場について
退職金、一時金獲得のたたかい、年休・リフ休の取り扱い、36
協定と労働者代表選挙の取り組みについて
財政問題の議論状況と、財政確立の方針についての質問意見
なめがた闘争で得た労使関係の教訓、全厚労専門委員会の位
置づけ・定義化の要請
譲渡後2年を経過した後の18秋闘での一時金闘争の経過、
140通の職員アンケートの取り組み、労使関係構築の課題
事務職の新人事・給与制度導入による不利益変更の問題。36
協定と相談窓口、組織拡大の取り組み
19春闘でのワッペン闘争、時間外研修の手当、リフレッシュ休
暇と年休5日義務制度の問題、医療研究集会など
第5期経営制度の下での、賃金交渉の経過。地域医療を守るた
めの労使のあり方について
育児短時間制度に関するアンケート調査の結果とより働きやす
い職場づくりについて。ふるさと納税を活用した寄付講座の設置
一時金闘争、10連休時の手当獲得、地域職員のベースアップ、
住宅手当、夜勤手当などの改善、週休3日制
阿南共栄病院と医師会病院との合併、移転。夜勤手当の増額
と、3年目未消化年休の病気休暇化について。忌引き休暇の改
善について
手術室のME手当の新設、薬剤師の抗がん剤調製手当の獲
得、ICカードによる労働時間の記録と申請の自動チェック化
各県女性部の「母性保護月間」の取り組みと、女性集会in福島
について。女性部の財政と体制の補強要請
Ｋ’ｓ秋田の成功、評価と今後の青年委員会活動、2020年のK's
　in　三重に向けた取り組み、財政活動への協力のお願い
不払い残業撲滅・長時間労働改善の３ヵ年計画の状況。厚労省
独自交渉や看護協会との懇談、10月、仙台での幹部・看護師集
会への参加要請
医療研究集会のこれまでの歩みと、11月の医療研究集会in茨
城・潮来温泉の内容について
ビキニデー集会と夏の原水爆禁止世界大会や平和行進の取
り組みについて 10月はぜひ杜の都・仙台の幹部・看護師集会へ

月間には手作りポプリで女性の権利をアピール

定期大会発言者リスト
県 発言者 主な内容
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ワ
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ワ
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ワ
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全
厚
労
第
67
回
定
期
大

会
で
は
堀
野
翔
太
青
年
委

員
長
か
ら
、
18
年
秋
に
開

催
し
た
青
年
集
会
「
Ｋ
’ｓ 

ｓ
ｔａ
ｔ
ｉｏｎ 

ｉｎ 

秋
田
」
で

の
内
容
や
、
新
歓
に
合
せ
た

学
習
、「
夜
勤
改
善
・
大
幅

増
員
署
名
」
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
京
都
医
労
連
が

作
成
し
た
Ｙｏｕ 

ｔｕ
ｂｅ
の

動
画
「
教
え
て
こ
な
つ
ち
ゃ

ん
」
を
見
た
後
に
青
年
で
ど

う
取
り
組
め
る
か
議
論
し
、

ま
ず
青
年
委
員
で
署
名
し

学
習
を
進
め
る
こ
と
を
話
し

合
い
、
長
野
・
茨
城
・
高

知
で
は
委
員
会
後
に
地
元
で

の
署
名
の
取
り
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
こ
と
な
ど
が
発

言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
次
回
Ｋ
’ｓ
に
つ
い
て

「
全
国
の
厚
生
連
の
青
年
が

集
ま
り
、遊
び
・
学
ぶ
こ
と
で
、

組
合
の
つ
な
が
り
や
大
切
さ

を
感
じ
、
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
を
一
緒
に
目
指
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
働
き
方
や
、
労

働
条
件
に
つ
い
て
、
入
職
し

た
ば
か
り
の
青
年
に
も
身
近

に
考
え
て
も
ら
れ
る
よ
う
な

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
学
習

企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ぜ
ひ
職
場
の
青
年
を

Ｋ
’ｓ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
医
労
連
青

年
集
会
「
北
海
道
ア
ク
ト
」

で
好
評
だ
っ
た
北
海
道
エ
ゾ

鹿
肉
の
缶
詰
で
財
政
活
動

も
行
な
い
、
多
く
の
方
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
後
に
開
催
し
た
第
１

回
青
年
委
員
会
で
は
、
新

旧
併
せ
て
22
名
が
参
加
。
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
も
交
え
、
２

０
２
０
年
に
開
催
す
る
「
Ｋ
’

ｓ 

ｓ
ｔａ
ｔ
ｉｏｎ 

ｉｎ 

三
重
」

に
向
け
て
議
論
を
重
ね
ま
し

た
。

　

Ｋ
’ｓ
三
重
は
２
０
２
０
年

11
月
６
日（
金
）〜
８
日（
日
）、

三
重
県
鳥
羽
温
泉
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回

Ｋ
’ｓ
三
重
の
テ
ー
マ
は
『
来

る
だ
け
で
大
吉　

三
重
Ｋ
’ｓ

大
会
役
員

●
議
長
団

　
越
崎
　
祐
輔
（
北
海
道
）

　
清
水
　
孝
則
（
長
野
）

　
常
政
　
智
弘
（
香
川
）

●
議
事
運
営
委
員
会

　
大
崎
　
泰
信
（
富
山
）

★
高
嶋
　
洋
子
（
長
野
）

　
小
掠
　
瑞
樹
（
三
重
）

　
田
中
　
優
二
（
香
川
）

　
岡
野
　
　
学
（
中
執
）

取り組みを話す堀野青年委員長

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
下
保
　
誠
史
（
北
海
道
）

　
木
内
　
　
亮
（
長
野
）

★
西
田
　
知
弘
（
岐
阜
）

　
万
里
　
昌
美
（
徳
島
）

●
大
会
事
務
局

・
大
会
書
記

　
西
川
　
元
樹
（
富
山
）

　
大
島
　
賢
治
（
大
分
）

・
大
会
運
営
補
助

　
野
崎
寿
美
枝
（
富
山
）

　
春
原
　
晶
子
（
長
野
）

Ｋ’ｓ三重成功にむけて頑張ります

青
年
も

大
会
に
参
加

青
年
も

大
会
に
参
加

三
重
に
お
い
な
い

三
重
に
お
い
な
い

青
年
も

大
会
に
参
加

三
重
に
お
い
な
い

●
中
央
執
行
委
員
長

　
畑
中
　
剛
喜
（
三
　
重
・
再
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
・
再
）

　
辻
　
　
英
晶
（
愛
　
知
・
再
）

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
再
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
岡
野
　
　
学
（
本
　
部
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
下
保
　
誠
史
（
北
海
道
・
新
）

　
三
浦
　
拓
也
（
秋
　
田
・
再
）

　
齋
藤
　
文
子
（
福
　
島
・
再
）

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
再
）

　
畠
山
　
浩
一
（
富
　
山
・
新
）

　
高
橋
た
だ
し
（
長
　
野
・
再
）

　
宇
留
野
正
志
（
茨
　
城
・
新
）

　
阿
部
　
恵
美
（
熊
　
総
・
新
）

　
岡
部
　
義
秀
（
神
奈
川
・
再
）

　
高
島
　
美
幸
（
静
　
岡
・
新
）

　
平
田
　
篤
史
（
岐
　
阜
・
新
）

　
小
口
　
仁
志
（
三
　
重
・
新
）

　
高
本
　
奉
彦
（
広
　
島
・
再
）

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

　
川
田
　
祐
生
（
香
　
川
・
再
）

　
畠
山
　
　
宗
（
徳
　
島
・
再
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
再
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
大
平
　
雅
浩
（
新
　
潟
・
再
）

　
平
林
　
誠
一
（
長
　
野
・
再
）

　
泉
　
　
幸
恵
（
高
　
知
・
新
）

退
任
さ
れ
た
役
員

●
書
記
次
長

　
安
本
真
理
子
（
茨
　
城
）

●
中
央
執
行
委
員

　
長
瀬
　
真
幸
（
北
海
道
）

　
吉
滝
　
和
彦
（
富
　
山
）

　
斉
藤
　
美
晴
（
埼
　
玉
）

　
辻
本
　
英
範
（
静
　
岡
）

　
斯
波
　
貴
拡
（
岐
　
阜
）

　
岡
野
　
元
保
（
三
　
重
）

●
会
計
監
査

　
松
野
多
希
子
（
山
　
口
）

２
０
１
９
年
度

全
厚
労
役
員

　
齊
藤
　
友
美
（
茨
城
）

　
金
井
　
公
予
（
愛
知
）

　
吉
川
　
百
合
（
愛
知
）

　
松
尾
友
香
里
（
山
口
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
秋
田

　
関
信
・
茨
城

　
東
海
・
三
重

　
西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

に
お
い
な
い
』
に
決
め
ま
し
た
。

「
お
い
な
い
」は
三
重
弁
で
「
来

て
ね
（
お
い
で
）」
と
い
う
意

味
で
す
。
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
で
は
伊
勢

神
宮
や
、
お
か

げ
横
丁
の
散
策

を
計
画
し
て
い

ま
す
。
伊
勢
神

宮
に
は
お
み
く

じ
が
な
く
、
参

拝
す
る
だ
け
で

大
吉
と
言
わ
て

い
る
こ
と
、
ま

た
組
合
を
知
る

第
一
歩
と
し
て

Ｋ
’ｓ
に
参
加

し
て
も
ら
え
た

ら
と
い
う
意
味

を
テ
ー
マ
に
込

め
ま
し
た
。
青

年
委
員
会
で
は
、

三
厚
労
青
年
部

の
力
も
借
り
な

が
ら
、
開
催
地

三
重
の
こ
と
が

知
れ
る
よ
う
な

内
容
や
、
働
き

か
た
や
組
合
の

大
切
さ
に
つ
い
て
楽
し
み
な

が
ら
学
習
で
き
る
企
画
を
考

案
中
で
す
。
今
後
も
Ｋ
’ｓ

三
重
の
内
容
を
、
青
年
委
員

会
ニ
ュ
ー
ス
「
ほ
っ
と
す
て

ー
し
ょ
ん
」
や
、
全
厚
労
ニ

ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

北海道

秋田

福島

新潟

新潟

富山

長野

茨城

茨城

茨城

熊総

神奈川

静岡

愛知

三重

広島

徳島

大分

女性

青年

看護

医療研

平和

　

こ
れ
ま
で
の
大
会
で
の
総

括
等
も
踏
ま
え
、
議
案
提
案

と
特
別
報
告
の
一
部
（
１
面

で
詳
報
）
と
、
専
門
委
員
会

で
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も

利
用
し
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
報

告
し
ま
し
た
。
会
場
の
構
造

や
機
材
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も

あ
り
、
決
し
て
う
ま
く
い
っ

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
様
々
に
改
善
を
重
ね
て

い
く
予
定
で
す
。

労
働
条
件
の
向
上
へ

　

大
会
で
は
、
賃
金
・
労
働

条
件
の
課
題
で
15
本
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
18
年
度
で

は
特
に
、
一
時
金
で
の
高
年

齢
者
の
差
別
支
給
を
改
善
さ

せ
る
取
り
組
み
が
、
秋
田
、

富
山
、
徳
島
な
ど
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
合
わ
せ

て
手
当
関
係
で
も
わ
ず
か
ず

つ
で
す
が
、
夜
勤
手
当
で
は
、

秋
田
、
富
山
、
徳
島
で
、
福

島
で
は
単
身
赴
任
手
当
、
調

理
関
係
の
手
当
を
改
善
、
富

山
で
は
年
末
年
始
手
当
、
香

川
で
の
オ
ペ
室
手
当
増
額
、

大
分
の
オ
ペ
室
Ｍ
Ｅ
手
当
、

薬
剤
師
の
抗
が
ん
剤
調
製
手

当
新
設
、
広
島
で
は
Ｇ
Ｗ
10

連
休
に
関
わ
っ
て
の
特
別
手

当
な
ど
も
獲
得
し
ま
し
た
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
、
全
体
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

広
島
で
こ
れ
ま
で
臨
時
職
員

だ
っ
た
助
手
、
ク
ラ
ー
ク
等

の
非
正
規
職
員
を
「
地
域
職

員
」
と
し
て
正
職
員
化
し
、

正
職
員
と
同
等
の
賃
上
げ

（
２
・
51
％
）
と
な
る
よ
う

に
賃
金
表
を
整
備
し
、
実
質

的
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

大
会
発
言
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
度
の
大
き

な
闘
い
で
は
、
高
知
の
新
賃

金
制
度
、
人
事
考
課
導
入
反

対
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、

賃
金
表
の
「
渡
り
（
上
位
等

級
へ
の
移
行
）」
が
、
こ
れ

ま
で
の
労
使
合
意
通
り
に
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

発
覚
し
、
全
厚
労
・
西
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
含
め
た
支
援
で
、

19
年
４
月
の
定
昇
か
ら
、
本

来
の
格
付
け
に
移
行
さ
せ
る

と
と
も
に
、
過
去
の
賃
金
不

払
い
分
で
も
、
対
象
者
56
名

に
対
し
て
総
額
６
８
０
万
円

を
支
払
わ
せ
る
成
果
を
獲
得

し
ま
し
た
。
こ
の
闘
い
の
中

で
若
い
組
合
員
ら
も
成
長
し

て
い
ま
す
。

　

新
潟
で
は
、
４
年
余
り
に

渡
っ
て
続
い
て
い
た
不
当
労

働
行
為
救
済
申
立
事
件
が
和

解
し
、
正
常
な
労
使
関
係
の

再
構
築
に
向
か
っ
て
い
る
こ

と
、
給
与
削
減
に
よ
ら
ず
離

職
し
な
い
職
場
づ
く
り
に
向

け
て
労
使
協
議
し
て
い
く
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
強
化

拡
大
に
向
け
て

　

全
厚
労
の
組
織
は
、
19
県

（
厚
生
連
で
な
く
な
っ
た
埼

玉
２
病
院
を
含
む
）、
約
３

万
人
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、

財
政
状
況
は
厳
し
く
毎
年
の

赤
字
予
算
、
赤
字
決
算
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
組
織
強

化
拡
大
の
課
題
で
は
、
組
合

員
登
録
の
課
題
と
組
合
員
拡

大
の
方
策
、
専
門
委
員
会
の

位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
質

問
・
意
見
が
あ
り
、
19
年
度

の
執
行
体
制
の
中
で
議
論
と

方
向
性
を
確
認
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

専
門
部
の

多
彩
な
取
り
組
み

　

５
つ
の
専
門
部
（
専
門
委

員
会
）
の
う
ち
４
つ
で
パ
ワ

ポ
報
告
を
行
い
ま
し
た
（
写

真
参
照
）。
平
和
の
取
り
組

み
で
は
、
３
月
の
ビ
キ
ニ
デ

ー
集
会
（
静
岡
・
焼
津
）
や

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
長

崎
）
で
の
折
り
鶴
奉
納
の
様

子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

青
年
は
、
昨
年
10
月
に
秋

田
で
開
催
し
た
Ｋ
’ｓ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
、「
青
年
が
辞

め
な
い
職
場
づ
く
り
」
が
ど

う
し
た
ら
で
き
る
か
を
グ
ル

ー
プ
討
議
し
、
プ
レ
ゼ
ン
形

式
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

女
性
は
、
２
年
ぶ
り
に
単

独
で
の
女
性
集
会
を
福
島
い

わ
き
市
・
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ
で
開
催
し
、
平

和
で
あ
る
こ
と
の
意
味
・
大

切
さ
や
８
年
が
経
過
し
た
原

発
事
故
被
災
の
問
題
を
改
め

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
各
県

女
性
部
で
の
「
母
性
保
護
月

間
」
の
多
彩
な
取
り
組
み
を

紹
介
。
看
護
で
は
、「
サ
ー

ビ
ス
残
業
根
絶
・
長
時
間
労

働
改
善
」
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
き
た
３
カ
年
計
画
の
ま

と
め
や
、
独
自
の
厚
労
省
交

渉
、
日
本
看
護
協
会
本
部
と

の
懇
談
内
容
を
報
告
、
10
月

に
行
う
宮
城
県
仙
台
市
で
の

幹
部
・
看
護
師
集
会
の
ア
ピ

ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
療
研
か
ら
は
、
な
め
が

た
問
題
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

11
月
に
開
催
す
る
集
会
を
茨

城
県
潮
来
市
で
行
う
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
、
経
営
分
析
を

学
習
し
よ
う
と
メ
イ
ン
企
画

を
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
（
１
面
集
会

案
内
参
照
）。

　

大
会
で
は
こ
れ
ら
計
23
本

の
発
言
を
受
け
て
、
総
括
答

弁
、
出
席
代
議
員
77
名
の
満

場
一
致
で
第
１
号
議
案
を
採

択
し
ま
し
た
。

　
９
月
６
〜
７
日
に
愛
知
県
名
古
屋
市
・
ウ
ィ
ン

ク
あ
い
ち
で
開
催
し
た
全
厚
労
第
67
回
定
期
大
会

に
は
、
19
県
か
ら
役
員
・
代
議
員
・
傍
聴
な
ど
含

め
１
６
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 ●全国組合
全医労　 全日赤　 全JCHO労組　 全労災　 国共病組
公共労

 ●県医労連
北海道　 青森　 秋田　 山形　 福島　 長野　 福井
茨城　 群馬　 埼玉　 東京　 新潟　 富山　 石川　 山梨
愛知　 滋賀　 京都　 岡山　 広島　 愛媛　 福岡

 ●友誼組合・団体
全労連　 日本医療総合研究所　 全農協労連
鹿児島県農協労組　 農民連　 全国食健連　 民放労連
国公労連　 非核の政府を求める会　 中央社保協　 建交労
労働者教育協会　 日本原水協　 全国革新懇　 全国保団連
国民救援会　 全教　 キャビンクルーユニオン　　　　　　                                         　　 （順不同）

大会へのメッセージを頂いた組織大会へのメッセージを頂いた組織

２
０
２
０
年
Ｋ
’ｓ
に
む
け
て
準
備
ス
タ
ー
ト

２
０
２
０
年
Ｋ
’ｓ
に
む
け
て
準
備
ス
タ
ー
ト

平和

長崎市・原爆の碑前で折り鶴奉納しました。

グループワークで辞めないアイデアを出し合い

青年

女性

看護

下保　誠史

畠　輝義

佐々木　崇

畠山　一栄

水落　佳広

中居　圭一

市川　貴之

宇留野正志

美野輪智博

藤田　周

平井　真史

関谷　幸夫

村田　恵子

杉山　宗平

門谷あゆみ

田邊　将寛

椹口　浩之

中村　優

高島　美幸
静岡

堀野　翔太
高知

中村　優
大分

奥井　明子
秋田

東條　盛彦
長野

約20年が経過した人事考課制度及び職能資格制度などの人
事諸制度について昨年から協議を始め、人事制度検討委員会
が始まったこと
５８歳以上の一時金の不利益の解消に向けたたたかいと、多く
の組合員が団交に参加するための取り組みの工夫
単身赴任手当の改善、人手不足の中での離職対策、臨時職員
の正職員化の取り組み、サービス残業改善や年休取得対策
給与表・手当見直し提案の撤回と、「離職防止と人材確保」「会
の経営マネジメント改善」を含めた新たな労使協議の開始
労働組合の組織・機関運営の正常化と、不当労働行為救済申
し立てでの労使和解、正常な労使関係の再構築について
一時金での55歳以上の不利益改善、薬剤師、看護師の確保対
策、夜勤手当の増額など
管理部人材育成体制に基づく地域採用枠、高年齢者雇用制度
の提案内容、対応の状況と労働組合の基本的立場について
退職金、一時金獲得のたたかい、年休・リフ休の取り扱い、36
協定と労働者代表選挙の取り組みについて
財政問題の議論状況と、財政確立の方針についての質問意見
なめがた闘争で得た労使関係の教訓、全厚労専門委員会の位
置づけ・定義化の要請
譲渡後2年を経過した後の18秋闘での一時金闘争の経過、
140通の職員アンケートの取り組み、労使関係構築の課題
事務職の新人事・給与制度導入による不利益変更の問題。36
協定と相談窓口、組織拡大の取り組み
19春闘でのワッペン闘争、時間外研修の手当、リフレッシュ休
暇と年休5日義務制度の問題、医療研究集会など
第5期経営制度の下での、賃金交渉の経過。地域医療を守るた
めの労使のあり方について
育児短時間制度に関するアンケート調査の結果とより働きやす
い職場づくりについて。ふるさと納税を活用した寄付講座の設置
一時金闘争、10連休時の手当獲得、地域職員のベースアップ、
住宅手当、夜勤手当などの改善、週休3日制
阿南共栄病院と医師会病院との合併、移転。夜勤手当の増額
と、3年目未消化年休の病気休暇化について。忌引き休暇の改
善について
手術室のME手当の新設、薬剤師の抗がん剤調製手当の獲
得、ICカードによる労働時間の記録と申請の自動チェック化
各県女性部の「母性保護月間」の取り組みと、女性集会in福島
について。女性部の財政と体制の補強要請
Ｋ’ｓ秋田の成功、評価と今後の青年委員会活動、2020年のK's
　in　三重に向けた取り組み、財政活動への協力のお願い
不払い残業撲滅・長時間労働改善の３ヵ年計画の状況。厚労省
独自交渉や看護協会との懇談、10月、仙台での幹部・看護師集
会への参加要請
医療研究集会のこれまでの歩みと、11月の医療研究集会in茨
城・潮来温泉の内容について
ビキニデー集会と夏の原水爆禁止世界大会や平和行進の取
り組みについて 10月はぜひ杜の都・仙台の幹部・看護師集会へ

月間には手作りポプリで女性の権利をアピール

定期大会発言者リスト
県 発言者 主な内容

パ
ワ
ポ
を
使
っ
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
報
告

パ
ワ
ポ
を
使
っ
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
報
告

パ
ワ
ポ
を
使
っ
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
報
告

̶

全
厚
労
第
67
回
定
期
大
会
in
愛
知
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全
厚
労
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回
定
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大
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愛
知
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。６
月
号
の
答
え
は
「
ト
ザ
ン
キ
ャ
ク
」で
、

当
選
倍
率
は
３
・
５
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
、
計
１
０
名
当
選
）
で
し
た
。

最
近
つ
い
て

い
な
い…

　

15
年
乗
っ
て

い
る
車
の
サ
ス

の
ス
プ
リ
ン
グ

が
折
れ
た
。
大

型
家
電
も
続
け

て
数
台
壊
れ
た
。

10
年
近
く
実
家

の
田
ん
ぼ
で
米

を
作
っ
て
い
る

が
、
今
年
は
イ

ノ
シ
シ
被
害
も

大
き
く
、
更
に

は
こ
の
悪
天
候
で
稲
刈
り

も
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、

ス
マ
ホ
も
壊
れ
、
心
の
中

は
大
ダ
メ
ー
ジ
。
し
か
し
、

被
災
さ
れ
た
人
に
比
べ
れ

ば
幸
運
な
の
だ
ろ
う
。
自

分
で
自
分
を
慰
め
る
。

（
Ｋ
Ｕ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　秋厚労山本支部の田中富三男です。以前
は全厚労青年委員会の委員長を務めさせて
いただいた時期もあります。その時K’s 
stationが徳島で行われる予定でしたが台風
により泣く泣く中止となり、とても寂しい
思いをしました。それでも、全厚労青年委
員会として活動させていただいた時に感じ
たこと、学んだこと、全国に仲間ができた
ことは今でも大きな財産となっております。
　そんな私は現在がん化学療法看護認定看
護師として日々精進しております。誇るべ

き私の仲間たちが、同じようにして私のことを誇れるように今後も
あの頃の思いを忘れずに突き進んでいきたいと思います。

　愛知県からは、愛厚労書記次長・吉川百
合さんを紹介します。吉川さんは、知多厚
生病院の看護部に所属し、看護師として患
者さまの痛みや苦しみに寄り添い仕事を行
っています。
　組合活動においても、様々な行事に参加
してくれています。今年度からは、愛厚労
看護委員長として、持ち前の明るさとフッ
トワークの軽さで様々な行事に参加し、組
合員の皆さまの声を大切に聞きながら一生
懸命頑張ってくれるのではないかと思いま
す。（でも私、「超」が付くほどの方向音痴なんです…。※本人より）

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第145回は秋田と愛知にお願い
しました。

頑張る仲間

秋田　田中富三男さん

愛知　吉川百合さん

　
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
紙

芝
居
の
講
演
記
事
が
面
白
か
っ
た
で

す
。
紙
芝
居
は
日
本
独
自
の
文
化
な

ん
で
す
ね
。

　
そ
こ
か
ら
展
開
さ
れ
る
戦
争
の
裏

側
な
ど
、
実
際
に
聞
い
て
み
た
い
な
、

と
思
う
内
容
で
し
た
。        

（
長
野
）

―
―
一
時
、
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
を
目

指
し
て
い
た
私
。
戦
争
は
悲
惨

な
だ
け
で
す
。
自
衛
隊
は
戦
争

よ
り
災
害
復
旧
に
活
躍
し
て
欲

し
い
。  　
　
　
　
　

   （
Ｍ
Ｔ
）

　
働
き
方
改
革
が
始
ま
っ
て
少
し
経

ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
満
要
望

等
は
拭
え
て
な
い
と
思
う
の
で
、
記

事
に
も
看
護
の
働
く
ル
ー
ル
推
進
と

い
う
言
葉
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の

職
場
に
合
っ
た
ル
ー
ル
を
考
え
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。                    

（
富
山
）

―
―
本
当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い

ま
す
。
働
く
環
境
は
職
種
・
職

場
ご
と
に
違
う
の
で
、
大
切
な

こ
と
は
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者

が
声
を
上
げ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

作
り
を
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。                       （
Ｏ
Ｋ
）

　
生
理
休
暇
と
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

ん
で
す
ね
。
休
ん
で
も
い
い
程
度
が

わ
か
ら
ず
、
我
慢
し
て
働
い
て
い
る

の
で
、
全
国
に
普
及
し
て
く
れ
る
の

を
願
い
ま
す
。                 

（
富
山
）

―
―
女
性
が
持
つ
妊
娠
・
出
産
機
能

を
保
護
す
る
た
め
に
、
労
基
法

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
で

も
休
み
が
取
得
し
や
す
い
職
場

環
境
に
し
て
い
か
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
ね
。           （
Ｓ
Ｎ
）

　
福
島
県
で
行
わ
れ
た
全
厚
労
女
性

集
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。「
こ

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

福
島
に
」
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
し
た
。                    

（
秋
田
）

―
―
被
災
か
ら
8
年
、
世
間
で
は
終

息
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
未
解
決
な
こ
と
が
多
く

残
っ
て
い
る
現
状
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
Ｕ
）

スマホからすべて投稿できます★

クロスワードの投稿もQRコードからできます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事

項です。投稿数に応じてポイントが貯まります。
今年度からハガキでもポイントが貯まります☆

右のＱＲコードから全厚労ホームページ
を開き、「資料・データ」のページから過
去の全厚労ニュースを見る事が出来ます。

建物だけで

火災共済
の

最高4,000万円保障
家財だけで 最高2,000万円保障
●再取得価額保証だから安心です。●火災
以外の風水害なども保障。●地震特約もつけられます。
●退職後も継続加入できます。
★契約内容の詳しくは、リーフレットをご覧ください。

ご加入のご相談お問い合せは
労働組合の共済担当者まで
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